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V考按1.交流電氣聽覚の聽閾値に就て

田中の測定 した 正常耳11例 の平均聽閾 値

(m.W.)と 傳音系難聽53耳 及 び感音系難聽 に

て聽 覚の起つた13耳 の夫 とを比較 するに

Fig.5の 如 き関係 を示 し,本 測定法 による個

人的誤 差の大 きい点が ら細かい点は云 々し難

いが,大 体傅音系難聽 では低い周波数で正常

耳に比 し聽閾値が高 く,周 波数が高 くなると

次第に接近 し4000*で は1両者殆 ど等 しく,

8000*で は却つて正常耳の方 が高 くなつてい

る.此 事 より電氣聽覚では殊 に高い周波数に

第13表 電氣聽覚陽性球の百労率

於ては傳音連鎖の影響 を受 けることが 少い と

考 えられ,又 傳音連鎖健全なる感音系難聽 に

於て逆 に高い周波数で聽閾値の上昇のみられ

ることも此関係を裏書 きしている.又 低い周

波数で正常耳及び 感音系難聽 が傅音 系難聽 よ

りも聽閾値が低いとい うことは,後 者の方が

前二者 よりも氣導聽 力損失の大なる例 を含ん

でいるのではあるが,前 二者 の場合は共に傳

音連鎖健全で,交 流刺戟によつて起 る鼓膜の

振動が聽 覚作用に関 しているためとも考 えら

れ,Stevens の云 う「低い周波数では交流刺戟

による鼓膜の振動が電氣聽覚 を起す」 とい う

説に合致 している.

又正常耳11耳 と檢査せる全例傳音系 難聽

85耳(混 合性難聽13耳 を含む),感音系 難聽

50耳 に就て各周波数における聽覚 の起つた耳

数の百分率 をとつてみると(第13表)の 如 く,

正常耳の 全例にきこえるのに反 し病的聽器殊

に感音系難聽 では著 しくきこえる耳数が減少

している.殊 に4000*以 上で著 しく,8000*

では殆 ど聽覚が起 らない.又 傳音系難聽に 於

て全 く電氣聽覚の起 らなかつた ものが85例 中

13例 あり,8000*ζも では32例 あることは本例

中にも該振動数 に対する氣導聽力なく,又 骨

導檢査に於て短縮 を認める所謂混合性難聽耳

の含まれている爲で,即 ち感音系難聽 では聽
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Fig.5電 氣聽 覚 の聽 閾値(m.W.) 即 ち鼓膜の有無,外 耳容積の大小及 び鼓室内

容の如何,鼓 室の形態等が通電性 の変 化に関

係 しているものであろう.

Fig.6 インピーダンス

*正 常耳

*根 治手術耳

・鼓 膜穿孔耳
*鼓膜癒着及び鼓室小骨直 耳

*

急性中耳 炎

閾値の上昇あり高調音から先す侵 されて來 る

もめが多い ということが出來.以 上より交

流電氣聽 覚作用は鼓膜 を振動せしめて起 る聽

覚 と直接内耳刺 戟の作用 とが同時に起 るもの

であるが.低 い周波数に於ては前者が大 きく,

高い周波数では後者の方が大 きな役目 を演す

るものと推論される.

2.イ ンピーダンスに就 て

病的聽器(根 治手術耳14,鼓 膜穿孔耳12,

鼓膜癒着及び鼓室小骨強直耳4,急 性中耳炎及

びカタル性中耳炎10耳)の 李均 と田中の測定

せる正常10耳 の平均値 とを比較するとFig.6

の如 く各周波数 に於て根治手徳耳が最 も低く,

正常耳が最 も高い.而 して周波数の増大 につ

れてインピーダ ンスは減少 し,且 つ両者の間

隔接近 し,其 曲線の傾斜は次第 に緩慢 となる.

其他の病的聽器は此両者の中間の値をとり,

同様の傾向 を示 している.此関 係に大きな因

子を なしているものは前述 の猫の耳 に就ての

鼓膜除去前後及び耳管狭窄症の 通氣前後のイ

ンピーダ ンス測定の実験で証明される如 く其

解剖学的形態の差異 にあるものと考えられる.

3.蝸 牛.前 庭両窓部閉塞の実験 に就 て

この両窓部は解剖的関係からも内耳に対 し

最 も電流の 入 り易い所であろうとい うことは

想像 され るが,此 部 を〓を以て閉塞すること

による影響 として單 なる器械的の 閉塞 と電氣

的 に遮断 されることろの二つが考 えられる.

交流の 内耳刺戟による聽覚生起 の機構 に関 し

ては未だ明かではないが,Stevens の仮説 に

從えば交流電氣 によつて螺旋器 が選択的 に刺

戟 されて ピエゾ電氣的結晶の如 き作用により

刺戟周波数 を感受 すると云つている.閉 塞に

より500*,以 下の電氣聽閾値の増大するのに

1000*以 上は殆 ど影響 をうけない と云 う事は

即 ち電流の最 も入り易 い部分 を電氣的 に遮断

する結果内耳に対する通電性が妨害 されるた

めで,透 過性弱 き低い周波数 に於此 影響強

く,1000*以 上の高い周波数では窓部以外

の部を通つても内耳 を通電 することが 出來 る

のであろら.又 交流電氣振動が内耳 に於て内

リ.ンバの振動 に変えられ ヘル ムホルツ或はエ

ワル ド説の如 き機構により聽覚が起 る として
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も,上 述 と同様の事が考 えられ,更に又 器械

的閉塞の ため蝸牛.膜前 庭膜の可動性が妨害

されるた め,エネルギー の小さい 低い周波数

が強 く侵 されるとい ことも考 えられる.

4.氣 導聽力 と電氣聽覚発現 との開係

氣導聽 閾値に於ける電氣聽覚の起 り得 る範

囲 をオーヂオグ ラムに就て求 めるとFig.7の

如 くで,之 によつて電氣聽覚 が傳音系難聽 と

感音系難聽 との鑑別に役立つ限界 を知 ること

が出來 る.

即 ち35 40db.以 上の聽力損失あつて尚電

氣聽覚の起 る場合は 感音系難聽 による聽 力損

失とは考 え難 く,内 耳機能の健准なるこ とを

示し,傳 音系障害 に因る聽力損失であるとい

うことが 出來 る.又70~75db.以 上の聽力

損失ある場合は,電 氣聽覚は陰性であ り;先

す傳音障害 のみに因 る聽力損 失とは認め難く

感音器障害 も合併しているもの と考 えられる.

尚8000*は 感音系難聽 では電氣聽覚が起 り

難 く,8000*以 上で電氣聽 覚の起 る場合に

は感音系障害は極 めて軽度なるか或は全 く無

い と考 えてよい.

Fig.7 氣導聽力と電氣聽覚発現との関係

又〓語聽 力 と電氣聽覚 との関係か らは〓 語

聽力が 少 しで も残つていても電氣聽 覚の起 ら

ない時は 感音系難聽 の合併 していることが想

像 される.

5.骨導 力 と電氣聽覚 発現 との関係

オ トオーヂオンによる骨導檢査成績にょる と,

骨導の著 しく低下せるものでは電氣聽覚は陰

挫性である.c及 びc2音 叉骨導聽取時間檢査

ではcの 場合は短縮 しているものでも電氣聽

覚陽性のものあり,又延長 しているものでも陰

性となるものがある.之 は振動感を聽感 と誤

認すること及び反側耳骨導の影響が 加わる爲

と思われる.c2の 場合には聽 取時間が正常

若 くは 延長 している時 には 電氣聽覚が陰性で

あることは先すない.要 するに骨導聽力 と電

氣聽覚の発現 との間には密接な関係が認めら

れる.

6.交 流電氣刺戟による聽覚作用檢査の

臨牀的應 用

以上の実験成績か ら明かな如く,電 流刺戟

による聽覚楡査の特長は傅音連鎖 を介するこ

とな しにも直接内耳を刺戟 して聽 覚作用 を生

ぜ しめ得る点で,之 を臨牀上に應用する場合

には内耳機 能診断上價あ るものである.而

して傳音系及び感音系難聽 の鑑別に際し,前

節に示 した電氣聽覚発生の限界により,直 接

内耳機能の健否 を診断することが出來 る.又

本檢査では他側耳の聽覚 を顧慮することな く
一側宛檢査することの出來 る長所を有 し,現

行の聽覚檢査では 必要に應じ他側耳 をブザー

を用いて隠蔽 し一側宛の檢 査を行つてお り,

殊 に骨導檢査の場合に他側耳の影響を全 く除

外 して 一側のみを檢査 することは極めて困難

な問題である.本檢 査の臨牀應 用上難点 とな

るのは,聽 閾値の決定及び耳鳴の問題である.

実験成績にもある通 り,聽 覚の起 る限 りに

於ては傅音系,感音系 難聽耳共に聽 閾値に 大

きな差は認められない.之 は聽閾値と痛閾値

との間隔が接近 している爲 め痛閾値を越 して

それ以上 追求檢査の出來難い点が関係 してい

ると思われる,又電流 に因る刺戟は聽器 に対 す

る適應 刺戟でないから被檢者は其聽覚認識

することに慣れて居 らす,其閾 値の决定が他

の聽覚檢 査に比 して難 しく,以 上の結果檢査
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の範囲がFig5.に 示す如く限 られている.

又耳鳴の存する場合は電氣聽覚 と混同 される

こと多 く,屡 共々檢 査結果 を不定に すること

がある.

VI結 論

1.病 的聽器135例 を可聽周波数(130*~

8000*)の交 流電氣で刺戟 し其電氣聽覚の檢

査をした.

2.傅音 系難聽85例(混 合性 難聽若干 を含

む)で は72例(85%感),感 音系難聽50例 で

は14例28%)に電氣聽覚が起 つた.

3.電 氣聽覚の聽 閾値 を電力値(m.W)で 測

定するに傳音系難聽 に於ては 正常耳に比 し低

い周波数 では聽閾値が高いが,高 い周波数 に

於ては殆ど等 しノな つてろ,之は電氣聽 覚

の発生機構が低い周波数では鼓膜振に 関係

し.高い 周波数 では内耳えの直接作用 が優勢

に起

つているわことを証明よるも のであ る.

4.イ ンピーダ ンスは根治手術耳に最も低 く

正常及び感音系難聽が最も高い.鼓膜穿孔耳

鼓膜癒着耳及び鼓室小骨強直耳,急 性中耳炎等

は此両者 の中間の値をとる.之 は專 ら外・ 中

耳の解剖的形熊の差異によるものであら.

5.蝸 牛・前庭 両窓部を器械 的,電氣的に閉

塞する事 によ低 い周波数では電氣聽閾値が

増大するが,高 い周波数では殆 ど変動ない

6.氣導聽閾値と電氣聽 覚 との間係は

Fig.7の 如 く,高 度難聴(大 体40db.以 上

の聽力損失)あ るに拘 らず電氣聽覚陽性 なる

場合は純 音系難聽 ではな く,又30db.以 下

の聽力損失で電氣聽覚陰性なる場合 には感音

系難聽 である.之 によつて傳音系難聽 と感音

系難聽 とを或程度鑑別 ることが出來る.

7.骨導聽力の 著しく低 下せ るものでは電氣

聽覚は起 らない.

8.本檢査にすり他側耳の影響 を顧慮するこ

となく一側宛の 内耳機能 の健否を 知ることが

出來る.

9.耳鳴0あるの では 本檢 査 は妨害 され る

ことが多 い
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